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事業番号 064
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市民産業部

事事事事
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のののの
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要要要要

一般会計 担当課

事務事業名 担当部

根拠法令・個別計画

1

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

地産地消の環境づくりを進める

20

平成１２年度以前

産業振興

6

～

農政課

農業振興係

5

小牧市農業振興対策事業補助金交付要綱

3

平成３０年度以降

農業

○24年度実施内容

小牧市農業祭実行委員会（主催）が行う農業祭（桃品評会、梨・ぶどう・いちじく品評会、農

業祭）に対して、小牧市が1,200千円の補助金を負担している。桃品評会は7月（JA東部営

農生活センター）、24年度は梨・ぶどう・いちじく品評会を8月に市役所新庁舎において実施

した。

農業祭は11月に、いきいきこまきの中で生活展、環境フェア、消防フェアと合同で市民会館

で開催し、市内の農産物の紹介をした。

【24直接経費の内訳】

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

小牧市農業祭実行委員会へ補助金を交付し、農業祭を開催することにより、小牧市内の農

業の情報交換、市民の交流を図る。

内容

（手段）

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円 0

0.00

直接経費

無

2,665

3,868

要要要要

対前年比

その他財源

3,867

正職員

一般財源

0

費用合計

2,665

従事者数

1,202

その他職員

人件費

従事者数

人件費

費

用

0

Ｈ24決算額

00

2,665

0.00

0

0.50

0.00

1,200

0.50
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スススス

　　　　

　　　　

トトトト

国・県支出金

3,865

99.6

3,865

3,877

100.2

3,877 3,868

財

源

100.0

00

00

2,665

Ｈ23決算額

0

0.50

【24直接経費の内訳】

 農業祭補助金（1,200千円）

【25直接経費の内訳】

 普通旅費（3千円）

 農業祭補助金（1,200千円）

0.50

0.00

0

3,867

受益者負担

Ｈ25予算額

（手段）

Ｈ22決算額

1,2031,212

千円 0その他財源 000



単位

目標

実績
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実績
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単位
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実績

目標

実績

業業業業

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

績績績績

平平平平

成成成成

２２２２

４４４４

年年年年

度度度度

のののの

実実実実

事業実施におけ

る課題

いきいきこまき開催において、さらなる効率化を図るために関係団体との調整が必要

である。

23,000

H24

H24

13

回

H25H22

13

36,000 36,000

23,000

36,000

H23

13

064

成果指標名

農業祭(いきいきこまき)

の来場者

活動指標名

いきいきこまき代表者

会議等

H22

12

11

人

38,000

事業番号

H23

事業の

達成状況

・梨・ぶどう・いちじくの品評会と即売会を新庁舎で開催し、市民に地場農産物の紹介

を行った。

・農業祭へ多数の市民らが来場され、地場農産物の紹介及び市民の交流を深めるこ

とができ　　た。しかしながら、初日が雨天であったため、来場者数は目標達成に至ら

なかった。

36,000

11

13

H25

平平平平

成成成成

２２２２

５５５５

年年年年

度度度度

のののの

改改改改

善善善善

内内内内

容容容容

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２５年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

事事事事

業業業業

のののの

自自自自

己己己己

評評評評

価価価価

平平平平

成成成成

２２２２

６６６６

年年年年

度度度度

のののの

事事事事

業業業業

のののの

方方方方

向向向向

性性性性

２６年度以降

の改善案

いきいきこまき開催において、生活交流課、環境対策課、消防署、農政課で調整し、

事務を効率的に分担するなど、さらなる連携を図る。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

市民に広く浸透した事業として、効率的に実施されているため。判定理由

判　定　理　由

維　持

いきいきこまきの中で小牧山城築城４５０年事業に関連するイベントを行う。

維　持

事業を縮小・廃止した場合、地場農産物の普及啓発ができなくなるため、農業に対す

る市民の意識が希薄になる恐れがある。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

一次評価のとおり。

方向性の判定

方向性の判定


